
No.762019.1.31NEWS PAPER

８

絵：吉田　直矢 （あかつき授産所 作業部３課）

・新年あいさつ
・事業所紹介
・あかつき日帰り旅行
・研修報告
・新人紹介

第76号　2019年1月31日発行
発行／編集　社会福祉法人 あかつきコロニー
〒208－0023  東京都武蔵村山市伊奈平 １－64－１
　 042－560－7840

就労移行支援 セルプあかつき　就労継続支援Ｂ型 あかつき授産所　就労継続支援Ｂ型 スペース・まどか　就労継続支援Ｂ型 瑞穂町
福祉作業所さくら　瑞穂町心身障害者（児）福祉センターあゆみ　武蔵村山市障害者就労支援センターとらい　瑞穂町障害者就労支
援センター　指定特定相談支援事業・指定障害児相談支援事業あかつきコロニー相談支援センター

ススポポッットト

http://www.akatuki.or.jp    Email:soumu@akatuki.or.jp

　28

　瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
）

　29

　防
犯
講
習
会

　
　
　（あ
ゆ
み
）

　30

　作
業
部
一
課
内
部
監
査（授

産
所
）

　31

　地
震
避
難
訓
練   

　（あ
ゆ
み
）

11

　月
　10

　瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り

　
　
　（さ
く
ら
・
あ
ゆ
み

　11
日
迄
）

　12

　建
築
設
備
点
検   

　（あ
ゆ
み
）

　14

　都
実
地
検
査
（
法
人
・
セ
ル
プ
）

　16

　都
実
地
検
査（授

産
所
・
ま
ど
か
）

　21

　第
三
者
評
価
訪
問
調
査（セ

ル
プ
）

   

　
　福
祉
の
し
ご
と
相
談
・
面
接
会

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
）

　22

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
あ
ゆ
み
）

　24

　地
震
避
難
訓
練   

　（あ
ゆ
み
）

　29

　理
事
会

12

　月
　３

　第
三
者
評
価
訪
問
調
査（ま

ど
か
）

　６

　第
三
者
評
価
訪
問
調
査（授

産
所
）

　８

　瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会

（
あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
）

　13

　建
築
設
備
定
期
検
査（法

人
施
設
）

　20

　地
震
避
難
訓
練
　
　（あ
ゆ
み
）

　26

　評
議
員
会

　22

　ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　（
あ
ゆ
み
）

　28

　納
会
・
忘
年
会

（
法
人
施
設
、
さ
く
ら
）

８

　月
　20

　財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

（
五
十
嵐
）

　21

　瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
戸
村
）

　23

　武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　23

　就
労
ネ
ッ
ト
（
大
野
・
高
橋
一
）

　24

　多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

（
大
野
・
福
士
・
田
島
）

　27

　相
談
支
援
部
会
学
習
会

（
神
山
・
大
滝
）

　28

　花
壇
会
議   

　
　
　
　（稲
場
）

　30

　給
付
費
請
求
業
務
研
修
会

（
利
根
川
）

　
　
　精
神
就
労
定
着
支
援
連
絡
会

　
　
　セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　（西
出
）

　31

　茶
花
会
議

　
　
　
　
　（西
出
）

９

　月
　７

　業
務
連
絡
会   

（
熊
谷
・
冨
田
）

　12

　都
庁

　
　
　
　（
高
橋
・
遠
藤
）

　
　
　町
特
定
指
定
相
談
支
援
事
業
所

　
　
　連
絡
会

　
　
　
　
　
　（
大
滝
）

　18

　武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　20

　瑞
穂
町
生
活
部
会

　
　（高
橋
）

　
　
　瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　部
会

　
　
　
　
　
　
　（福
士
）

　
　
　じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
企
画
委
員
会

（
熊
谷
）

　
　
　茶
花
会
議

　
　
　
　
　（西
出
）

　25

　花
壇
会
議

　
　
　
　
　（稲
場
）

　27

　武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
利
根
川
・
戸
村
）

　
　
　就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
一
・
大
野
）

　28

　就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー   

（
田
島
）

10

　月
　10

　中
堅
職
員
研
修（田

中

　11
日
迄
）

　17

　武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　23

　茶
花
会
議

　
　
　
　
　（西
出
）

　25

　就
労
ネ
ッ
ト

　
　
　
　（大
野
）

　26

　多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

（
大
野
・
福
士
・
田
島
）

　29

　花
壇
会
議

　
　
　
　
　（稲
場
）

　30

　就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー   

（
田
島
）

　31

　精
神
就
労
定
着
支
援
連
絡
会

　
　
　セ
ミ
ナ
ー

　
　（西
出
・
大
庭
）

11

　月
　６

　東
社
協
身
障
部
会
総
会（
永
井
）

　
　
　年
末
調
整
説
明
会   

（
利
根
川
）

　
　
　ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会
・
総
会

（
遠
藤

　９
日
迄
）

　８

　武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
　
　サ
ビ
管
研
修（
小
俣

　９
日
迄
）

　13

　武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　〔は
た
ら
く
〕部
会

　（利
根
川
）

　
　
　瑞
穂
町
生
活
部
会

　
　（高
橋
）

　９

　業
務
連
絡
会

　
　

 

　
　（冨
田
）

　15

　北
多
摩
西
部
通
所
施
設
連
絡

（
高
橋
）

　16

　発
達
特
性
関
わ
り
方
研
修

（
押
川
・
加
藤
千
）

　20

　武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　21

　就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　（田
島
）

　22

　羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　協
議
会

　
　
　
　
　
　（西
出
）

　27

　武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　〔は
た
ら
く
〕部
会

　（利
根
川
）

　29

　就
労
ネ
ッ
ト

（
高
橋
一
・
大
野
・
小
林
）

12

　月
　４

　都
強
度
行
動
障
害
研
修

（
新
庄

　５
日
迄
）

　６

　ゼ
ン
コ
ロ
精
神
発
達
研
修

（
遠
藤

　７
日
迄
）

　７

　業
務
連
絡
会 

　（熊
谷
・
冨
田
）

　12

　武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　
　
　都
自
立
支
援
協
議
会
セ
ミ
ナ
ー

（
神
山
）

　20

　就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
一
・
大
野
）

■
入
所

　９
月

　小
林

　
　広
（
と
ら
い
）

　
　
　
　富
永

　洋
幸
（
授
産
所
）

　10
月

　靑
木

　一
夫
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　木
村
真
理
子
（
ま
ど
か
）

　11
月

　内
野

　
　明
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　井
上

　寿
雄
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　大
橋

　直
行
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　金
武
か
お
り
（
さ
く
ら
）

　12
月

　丸
山

　善
央
（
ま
ど
か
）

■
退
所

　８
月

　黒
川
健
一
郎
（
ま
ど
か
）

　９
月

　渡
辺

　健
二
（
総

　務
）

　
　
　
　吉
岡

　和
美
（
さ
く
ら
）

　10
月

　川
島

　三
男
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　田
中

　千
晶
（
さ
く
ら
）

　11
月

　福
岡

　菜
央
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　笠
原

　
　舟
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　森
西

　
　隆
（
授
産
所
）

　
　
　
　嶋
田

　直
人
（
授
産
所
）

　
　
　
　島
田

　真
理
（
ま
ど
か
）

　出

　張
・
研

　修

10
月
17
日
、
朝
日
管
財
様
よ
り
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
29
日
、（
株
）

様
よ
り
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

12
月
22
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ

み
に
お
い
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
む
さ

し
村
山
様
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
26
日
、
㈱
ト
ー
ヨ
ー
様
よ
り

お
餅
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
11
日
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
協
会
様
が
法
人
施
設
の
窓
拭
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

入
所・退
所

入
所・退
所

　寄

　
　付

　寄

　
　贈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ー･

エ
ー･

テ
ィ
ー



























2

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
法

人
認
可
さ
れ
丁
度
五
十
年
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
節
目
と
し
て
記
念
誌
を

発
行
致
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に

は
大
々
的
な
式
典
な
ど
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　記
念
誌
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
各

関
係
方
面
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
記
念
誌
作

成
に
携
わ
っ
た
委
員
及
び
職
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　昨
年
は
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援

に
携
わ
る
者
と
し
て
憤
り
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
事
態
が
発
覚
し
ま

し
た
。
言
わ
ず
も
が
な
、
国
や
地
方

自
治
体
に
よ
る
障
が
い
者
雇
用
率
水

増
し
問
題
で
す
。
国
が
率
先
し
て
取

り
組
む
べ
き
こ
と
を
雇
用
率
充
足
の

数
合
わ
せ
の
為
、
不
正
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
数
実
に
三
千
七
百
人
に
上
る

と
い
う
実
態
に
呆
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　一
方
で
、
国
は
障
が
い
者
雇
用
率

未
達
成
の
企
業
に
対
し
て
は
罰
則
を

設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
民
間
企

業
は
雇
用
率
達
成
に
向
け
て
様
々
な

企
業
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
ゴ

ル
フ
仲
間
で
花
王
に
勤
務
し
て
い
た

方
が
お
り
ま
す
。
花
王
は
特
例
子
会

社
花
王
ピ
オ
ニ
ー（
株
）を
立
ち
上
げ
、

障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
ま
す
が
、

特
例
子
会
社
だ
け
で
な
く
、
各
事
業

所
で
も
障
が
い
者
を
採
用
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
雇
用
す
る
上
で
必
要
な

環
境
整
備
や
配
慮
等
に
つ
い
て
研
究

し
、
彼
ら
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、

発
揮
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

勿
論
、
そ
の
背
景
に
は
会
社
名
の
公

表
や
納
付
金
制
度
と
い
っ
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
回
避
と
い
う
理
由
も
あ
る
で
し

ょ
う
が
、
た
だ
数
を
揃
え
る
こ
と
だ

け
を
目
的
と
せ
ず
、
一
企
業
人
と
し

て
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
、
責

任
を
持
っ
て
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　国
は
年
内
に
四
千
人
の
障
が
い
者

を
雇
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
た

だ
の
数
合
わ
せ
で
は
な
く
、
本
当
の

意
味
で
の
障
が
い
者
雇
用
を
ど
の
よ

う
な
形
で
達
成
さ
せ
て
い
く
の
か
注

目
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　五
十
年
前
、
障
が
い
者
の
就
労
へ

の
門
戸
は
非
常
に
狭
く
厳
し
い
も
の

で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
が
創
設
さ
れ
た
の
は
必
然

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
、私
の
父
、

二
代
目
理
事
長
鈴
木
善
四
郎
が
、
何

故
自
身
の
仕
事
も
抱
え
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
同
然
で
、
往
復
四
時
間
も

か
け
、
当
法
人
の
運
営
に
心
血
を
注

い
だ
の
か
に
つ
い
て
は
長
く
疑
問
に

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
父
に
は
障
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
縁
で

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
と
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
今
で
は
も
う
知
る
由

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
て
も
、

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
運
動
に
は
父

の
魂
を
突
き
動
か
す
熱
い
何
か
が
あ

っ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
小
学
四
年
生
の
時
に
交
通
事
故
に

遭
い
ま
し
た
。
そ
の
後
遺
症
で
今
で

も
右
の
足
首
が
曲
が
り
ま
せ
ん
。
父

が
何
故
、
と
考
え
た
時
に
、
も
し
か

し
た
ら
私
の
事
故
も
無
関
係
で
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
父
に
は
一
度
も

聞
い
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
。

　私
が
事
故
に
遭
っ
た
の
は
六
十
年

以
上
前
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
医
療

技
術
も
今
ほ
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
足

首
切
断
の
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、

お
蔭
様
で
今
で
は
普
通
に
生
活
を
送

り
、
友
人
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と

も
出
来
て
お
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
障
害
認
定
五
級
の
手
帳

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
と
、
税
金
の
控
除

や
、
公
共
交
通
機
関
の
割
引
、
都
営

交
通
の
無
料
パ
ス
等
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
自
身
が
よ

く
利
用
す
る
の
は
海
外
旅
行
の
時
で

す
。
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

飛
行
機
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
、
前
方

通
路
側
の
席
を
用
意
し
て
頂
け
ま
す
。

又
、
税
関
混
雑
時
に
は
優
先
通
路
を

利
用
で
き
ま
す
。
足
の
悪
い
私
に
と

っ
て
は
こ
う
い
っ
た
配
慮
が
と
て
も

助
か
る
も
の
で
す
。

　さ
て
、
私
が
理
事
長
に
就
任
し
て

か
ら
始
ま
っ
た
事
業
に
革
製
品
の
製

作
が
あ
り
ま
す
。
友
人
で
紳
士
用
ベ

ル
ト
の
製
造
会
社
の
経
営
者
が
お
り
、

そ
の
製
造
過
程
で
生
じ
る
革
の
端
切

れ
を
譲
り
受
け
、
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ペ
ン
立
て
、
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
と
い
っ
た
小
物
を
製
作
し

て
い
ま
す
。
年
に
二
回
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
の
景
品
に
そ
の
革
製
品
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
コ
ン
ペ
で
優

勝
し
た
方
が
、
そ
の
こ
と
を
知
り
、

当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
方

は
、
先
に
話
に
触
れ
ま
し
た
花
王
に

勤
務
さ
れ
て
い
た
方
で
、
そ
の
甥
に

あ
た
る
方
が
重
度
の
自
閉
症
で
岐
阜

に
あ
る
施
設
を
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
後
援
会
賛
助
会
員
と
し
て
支
援
を

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
事
情

か
ら
、
当
法
人
の
活
動
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
五
十
年
に
わ
た
り

障
が
い
者
就
労
の
支
援
を
続
け
て
き

た
と
い
う
こ
と
に
対
し
非
常
に
感
銘

を
受
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　先
日
写
真
を
整
理
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
偶
然
に
も
五
十
年
前
、
私
の
留

学
先
の
西
ド
イ
ツ
に
父
が
訪
問
し
て

く
れ
た
時
の
写
真
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　　以
前
こ
ち
ら
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
に
は
横

浜
か
ら
船
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
渡

り
約
１
週
間
か
か
り
ま
し
た
。
五
十

年
経
っ
た
今
で
は
十
時
間
ほ
ど
で
行

く
事
が
出
来
ま
す
。
こ
の
半
世
紀
の

間
に
劇
的
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
五
十
年
の
年
月
、
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
も
有
形
無
形
の
財
産
を
築
い

て
参
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お
力
添
え
を

頂
戴
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　最
後
に
、
私
の
思
う
あ
れ
こ
れ
を

つ
ら
つ
ら
と
綴
り
、
ま
と
ま
り
の
な

い
話
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど

う
か
ご
容
赦
願
い
た
く
、
こ
れ
を
以

っ
て
私
か
ら
の
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
改
め
ま
し
て
本
年

も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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８

　月
　４

　水
質
検
査

　
　

   （
法
人
施
設
）

　
　
　中
原
自
治
会
夏
祭
り（法

人
施
設
）

　10

　納
涼
会

　
　
　
　
　（さ
く
ら
）

　11

　窓
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

（
法
人
施
設
）

　15

　地
震
避
難
訓
練

　
　（あ
ゆ
み
）

　23

　地
域
子
ど
も
交
流
会（法

人
施
設
）

９

　月
　９

　福
祉
祭
り

　
　
　（法
人
施
設
）

　10

　消
防
設
備
点
検

（
法
人
施
設

　11
日
迄
）

　12

　第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

（
セ
ル
プ
、
ま
ど
か
）

　14

　第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

（
授
産
所
）

　19

　利
用
者
健
康
診
断

（
法
人
施
設

　20
日
迄
）

　20

　地
震
避
難
訓
練  

（
法
人
施
設
）

　21

　日
帰
り
旅
行

　
　

   （
さ
く
ら
）

　26

　村
山
５
中
学
生
職
場
体
験
受
入

（
授
産
所
・
セ
ル
プ
28
日
迄
）

　
　
　第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
セ
ル
プ
、
ま
ど
か
）

　28

　全
体
集
会

　
　
　（法
人
施
設
）

　29

　引
渡
し
訓
練

　
　
　（あ
ゆ
み
）

　30

　法
人
認
可
50
周
年
記
念
日

10

　月
　１

　就
労
定
着
支
援
事
業
開
始

（
セ
ル
プ
）

　
　
　赤
い
羽
根
共
同
募
金（

授
産
所
）

　
　
　第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
セ
ル
プ
、
ま
ど
か
）

　５

　日
帰
り
旅
行

　

   （
法
人
施
設
）

　10

　第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
授
産
所
）

　11

　日
帰
り
旅
行

　
　
　（あ
ゆ
み
）

　18

　虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　19

　消
防
設
備
点
検

　
　（さ
く
ら
）

　23

　利
用
者
健
康
診
断   （
さ
く
ら
）

　
　
　職
員
健
康
診
断   

　（あ
ゆ
み
）

　24

　火
災
避
難
訓
練   （
法
人
施
設
）

　27

　村
山
デ
ィ
ダ
ラ
祭
り

（
と
ら
い

　28
日
迄
）

理 

事 

長

鈴 

木

　
賢  

一

新 人 紹 介新 人 紹 介

さくら
大橋　直行 さん

■平成３０年１１月２２日から
瑞穂町福祉作業所さくら
に入所しました。入所した
ばかりで分からない事が多
いかもしれませんが、施設
長をはじめ、親切にアドバイ
スしてくれる職員の皆様、
利用者の皆様と一緒に働
く事が出来て大変嬉しいで
す。就職活動を目指して頑
張りますので、宜しくお願い
します。趣味は絵を描く事
です。特技は記憶力です。

さくら
金武　かおり さん

■11月より復帰させて頂き

ました。

　早く仕事を覚えて戦力に

なれるよう頑張りたいと

思います。

　どうぞよろしくお願い

　致します。 とらい
小林　広 さん

■昨年９月より障害者就労
支援センターとらいで勤
務させて頂いています小
林広と申します。センター
長をはじめ、先輩の職員
の方々に教わりながら、毎
日充実した日々を送らせ
て頂いています。目の前に
いる利用者の方としっかり
向き合い関わっていくこと
を目標に頑張っていきた
いです。

■11月から参加させてもら

っています。

　なれない仕事ですが、が

んばりますのでよろしく

　お願いします。

作業部二課
富永　洋幸 さん

■このたびあかつきコロニ

ーの２かにかようことにな

りました。

　ぼくは、埼玉西武ライオン

ズの大ファンです。

　よろしくおねがい

　いたします。 スペース・まどか
丸山　喜央 さん

■12月10日に入社しました。

入社してまだ日が浅いた

め、仕事を一生懸命に覚

えている状態です。

　休日はサイクリング、散歩

などをしています。

　よろしくお願いします。

■私は、まどかを利用するの

は2度目です。

　今回の目的は一般就労す

ると言う事です。

　しばらくまどかにお世話

になります。

　よろしくお願いします。スペース・まどか
内野　明 さん

■11月から入りました。

　趣味は音楽です。

　頑張りますので

　よろしくお願いします。

スペース・まどか
靑木　一夫 さん

■去年から入所しました。

　趣味はお神輿です。

　不慣れですが頑張ります

ので引き続きよろしく

　お願いします。

スペース・まどか
井上　寿雄 さん

スペース・まどか
木村真理子 さん

瑞穂町駅伝競走大会瑞穂町駅伝競走大会瑞穂町駅伝競走大会
　年が明けた1月20日、あかつきコロニーの誇
る瑞穂町内の事業所が連合し「あゆみ・さくら
チーム」として、第43回瑞穂町駅伝競走大会
に出場しました。
　実は、大会には今回で３回目の参加となりま
す。15.1kmの行程を６名のランナーが襷を繋
いでいきます。急勾配の坂道という難所もあり、
なかなか厳しいコースですが、お正月の箱根駅
伝をみてイメージ作りは十分に仕上がっていま
す。後はひたすら自分を信じて走るのみ。
　寒空の下、チームカラーのオレンジとピンク
色のシャツが鮮やかに瑞穂町の街中を駆け抜け
ていきます。沿道からの歓声を浴び、皆さん精
一杯力を出し切り、最後まで襷を繋ぐ事が出来
ました。結果は、といいますと、参加すること
に意義があり、仲間の結束力が一層深まったの
ではないでしょ
うか。
　来年の参加の
際にも是非、皆
様の応援をお願
いします。

　主

　な

　事

　柄



3 6

あかつき授産所
作業部 １ 課
あかつき授産所
作業部 １ 課
あかつき授産所
作業部 １ 課
あかつき授産所
作業部 １ 課

瑞穂町障害者
就労支援センター
瑞穂町障害者
就労支援センター
瑞穂町障害者
就労支援センター
瑞穂町障害者
就労支援センター

事業所紹介事業所紹介

　登録者数は 126 名となり、身体障がい者 16 名、知
的障がい者 50 名、精神障がい者 54 名、手帳なし６名
となっています。４月から年末までに８名の新規登録
者がおり、３月の年度末には 12 名程度が新規登録にな
ると予想されます。毎年 10 名～ 15 名程度の増加人数
はありますが、更に当センターの存在を知ってもらえ
るようにと、昨年は瑞穂町の新聞や瑞穂ケーブルテレ
ビにもご紹介して頂きました。今年は活動内容を当セ
ンターが発行するニュースレターに掲載し、更に詳し
い情報を発信していきたいと考えております。

　昨年は 12 名の方々が新たに就職しました。内訳とし
ては、事務補助６名、清掃業２名、建設業 1 名、リサ
イクル業 1名、スーパー 1名、製造 1名となりました。
就労を目指される方は「近場で就職したい」という希
望が多く聞かれますので、今年は例年以上に瑞穂町内
の企業開拓に力を注ぎたいと考えております。また、
センター全体の就労者数も 55 名となり、目標としてい
た 50 名に達しました。しかし、まだ未就労者数が就職
者数を上回っていますので、今年は就職者が登録者の
半数を超えるように頑張っていきたいと思います。

　昨年も自立支援協議会の部会である「就労部会」の部会長を務めさせて頂きました。昨年は「①瑞穂町役場での庁内実習、
②商工会との連携の模索」において協議を重ねてきました。
　町役場での庁内実習については、先駆的に取り組んでいる近隣市を視察し、瑞穂町のスケールに適した形で実施しよう
と検討しています。実際の仕事を通して、ご自身の強みや課題を見つけられるような場を目指していきたいと思います。
　商工会との連携については、当事者の皆様からの「近場で就職したい」という声が多いこと、また瑞穂町内企業に対し
て障害者雇用の啓発活動を行いたいという部会での提案から動き出しました。昨年は就労部会の事務局と商工会を訪問し、
ＰＲ活動や啓発活動に関して提案させて頂きました。障害者雇用を考えている企業の疑問点を解消するとともに、当事者
の皆様が活躍できる場所の開拓に繋がればと思っております。

登録者について登録者について 就職者について就職者について

自立支援協議会について自立支援協議会について

　作業部一課は、現在14名の利用者さんが在籍しており、職員２名と非
常勤職員３名体制の部署で作業を行っています。
　作業については工程の細分化を図っており、出勤人数や体調面を考慮
した上で利用者さんには過度な負担を掛けずに取り組んで頂いています。
ISO9001を取得しており「品質第一」をモットーに、作業の流れや手順
を明確化し業務の効率化を図っています。
　2019年、作業部一課は「笑顔」をキーワードにみんなで協力し合いな
がら元気よく頑張ります。

　明けましておめでとうございます。当センターも今年で8年目を迎
えます。本年も皆様からのご指導を頂きながら、更なる就労のサポー
トを目指していきたいと思います。
　昨年を振り返りながら、本年の目標をお伝えしたいと思います。

最後になりますが、皆様のますますのご発展とご多幸をご祈念申し上げまして新年の挨拶とさせて頂きます。

　作業の流れとしては入荷された蛇腹状の濾紙をストラット材と呼ばれる金属でかしめます。次にゴム掛けという作業で濾紙
の蛇腹の間隔を均一に揃え、輪ゴムで止めます。その次に２種類のプレートに接着剤を塗布し、ゴム掛けした濾紙の上下に接
着します。
　これに200℃以上の熱を加え接着剤を
固めます。これでエレメントは完成です。
最後に規格どおりに出来ているか、外観
チェック等最終検品を行ったのち検査表
を添付し出荷されます。
　以上が各工程の流れです。毎日、利用
者、職員が一丸となって楽しく仕事をし
ています。

エレメント作業エレメント作業

「
発
達
障
害
と
は
何
か

〜
企
業
に
お
け
る
就
労
・
定
着
支
援
の

現
状
と
課
題
〜
」
に
参
加
し
て

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

　
大
庭

　
一
茂

　
今
回
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
障
害
者
総
合
セ

ン
タ
ー
研
究
企
画
部
障
害
支
援
部
門
研

究
員
の
講
師
知
名
青
子
氏
に
お
話
し
を

聞
い
て
き
ま
し
た
。

・
は
じ
め
に
発
達
障
害
と
は
何
か

　
発
達
障
害
支
援
法
に
よ
る
発
達
障
害

と
は
何
か
？

　
時
期
は
発
達
期
で
概
ね
18
歳
頃
ま
で

を
指
す
。
原
因
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ

て
中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
障
害
が
生

じ
た
為
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
発
達
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
問
題

と
し
て
、
認
知
・
言
語
・
学
習
・
運
動
・

社
会
性
の
ス
キ
ル
獲
得
に
困
難
が
生
じ

る
よ
う
に
な
る
。

　
発
達
障
害
に
含
ま
れ
る
診
断
名
は
、

発
達
障
害
者
支
援
法
の
範
囲
で
は
、「
広

汎
性
発
達
障
害
」（
自
閉
症
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
他
特
定
不
能
の

広
汎
性
発
達
障
害
）、「
学
習
障
害
」、「
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
」、「
発
達
性
言
語

障
害
」、「
発
達
性
運
動
協
調
障
害
」
な

ど
で
あ
る
。

　
発
達
障
害
の
行
政
的
定
義
は
、
平
成

17
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
発
達

障
害
支
援
法
に
お
い
て
発
達
障
害
と

は
、①
自
閉
症
、
ア
ル
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
、
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、②

学
習
障
害
、③
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、

④
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障

害
で
あ
っ
て
、
そ
の
症
状
が
通
常
低
年

齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
と
し
て
政

令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
学
習
障
害
の
定
義
は
、
現
行
の
文
部

科
学
省
の
定
義
に
よ
る
と
、
基
本
的
に

は
全
般
的
に
遅
れ
は
な
い
が
、
聞
く
、

話
す
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
又
は

推
論
す
る
能
力
の
う
ち
特
定
の
も
の
の

習
得
と
使
用
に
著
し
く
困
難
を
指
す
状

態
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
枢

神
経
系
に
何
ら
か
の
機
能
障
害
が
あ
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
環
境
的
な
要
因

が
直
接
の
原
因
に
は
な
ら
な
い
。

　
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
と
は
、
不

注
意
、
多
動
性
お
よ
び
衝
動
性
に
つ
い

て
青
年
、
成
人
（
17
歳
以
上
）
で
は
、
少

な
く
と
も
5
つ
以
上
存
在
し
、
社
会
生

活
や
学
校
生
活
を
営
む
上
で
支
障
が
あ

る
事
を
指
し
、
著
し
い
不
適
応
が
学
校

や
家
族
な
ど
の
複
数
の
場
面
で
見
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
成
人
期
に
は
多
動
性
の

問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
。

　
広
汎
性
発
達
障
害
に
つ
い
て
・
特
定

不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
・
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
・
高
機
能
自
閉
症
・
自
閉

症
の
4
つ
の
事
を
指
す
が
、
現
在
で
は

4
つ
の
障
害
を
合
わ
せ
て
自
閉
症
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
障
害
と
言
う
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

　
発
達
障
害
の
場
合
に
は
、
各
都
道
府

県
で
手
帳
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
。
療

育
手
帳
と
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
の
条
件
が
異

な
り
、
療
育
手
帳
は
、
I
Q
70
〜
75
以

下
の
方
。
知
的
機
能
の
障
害
が
発
達
期

に
あ
ら
わ
れ
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
特
別
な
援
助

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
方
が
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
は
、
精
神
障
害
や
発
達
障

害
が
あ
る
た
め
に
日
常
生
活
・
社
会
生

活
へ
の
制
約
が
あ
る
方
に
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
手
帳
認
定
の
対
象
外
の

者
は
原
則
と
し
て
存
在
し
な
い
。
た
だ

し
、
手
帳
の
認
定
は
都
道
府
県
・
政
令

指
定
都
市
の
所
管
事
項
で
あ
り
基
準
や

判
断
に
地
域
差
が
あ
る
。

1
．
発
達
障
害
者
が
事
例
化
す
る
背
景

　
障
害
の
理
解
に
関
し
て
も
い
く
つ
か

の
事
例
が
あ
り
、
先
天
的
な
障
害
と
し

て
理
解
し
、
特
別
支
援
教
育
を
受
け
学

校
を
卒
業
し
、
早
い
時
期
か
ら
障
害
と

向
き
合
い
生
活
を
設
計
し
て
い
く
タ
イ

プ
と
障
害
を
想
定
せ
ず
に
理
解
が
な

く
、
通
常
教
育
を
受
け
学
校
を
卒
業
し
、

入
職
も
し
く
は
職
場
適
応
に
於
い
て
障

害
と
向
き
合
う
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。

　
本
人
が
障
害
を
気
づ
く
事
に
も
、
き

っ
か
け
や
背
景
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

高
次
脳
機
能
障
害
は
事
故
・
病
気
な
ど

に
よ
っ
て
身
体
的
・
精
神
的
な
障
害
で

受
障
前
の
生
活
設
計
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
場
合
と
発
達
障
害
は
受
障
の
契
機
が

な
く
発
達
と
と
も
に
課
題
が
現
れ
変
化

す
る
事
か
ら
障
害
に
気
づ
き
に
く
い
。

自
己
理
解
に
よ
っ
て
、
学
校
生
活
や
職

業
生
活
に
困
難
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

障
害
に
向
き
合
う
事
が
必
要
で
、
特
性

に
関
す
る
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
特

性
理
解
を
踏
ま
え
た
上
で
仕
事
の
選
択

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2
．
職
場
で
起
き
や
す
い
問
題
と
対
応
例

・
社
会
性
の
問
題
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
問
題
・
こ
だ
わ
り
の
問
題
が
あ

る
。

　
特
性
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
作
業
遂

行
特
性
に
つ
い
て
は
、
苦
手
な
作
業
、

安
定
し
な
い
作
業
等
の
得
意
・
不
得
意

の
作
業
の
把
握
。
職
場
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
明
示
し
た
方
が
よ

い
ル
ー
ル
、
苦
手
な
暗
黙
の
ル
ー
ル
は

何
か
等
の
本
人
が
わ
か
り
に
く
い
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
は
何
か
。
で
き
る
こ
と
、

得
意
・
可
能
な
対
処
方
法
を
理
解
に
つ

い
て
は
、
出
来
る
作
業
・
無
理
の
少
な

い
作
業
を
選
ぶ
こ
と
が
適
応
・
定
着
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ス

ト
レ
ス
や
疲
労
の
現
れ
方
を
理
解
し
、

対
処
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

3
．
企
業
に
お
け
る
就
労
・
定
着
支
援

の
現
状
と
課
題

　
平
成
21
年
7
月
〜
8
月
に
行
っ
た
調

査
で
、
雇
用
障
害
者
数
は
知
的
障
害
者

が
最
も
多
く
、
次
点
で
身
体
障
害
者
、

精
神
障
害
者
の
順
で
多
か
っ
た
。
た
だ

し
、
知
的
障
害
に
つ
い
て
軽
度
の
方
が

多
く
、
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
重
度

が
多
か
っ
た
。

　
採
用
方
法
は
企
業
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
面
接
、
採
用
試
験
を
実
施
す
る
こ

と
が
多
く
、
採
用
時
に
重
要
視
さ
れ
て

い
る
の
が
、・
そ
の
職
種
に
適
し
た
基

礎
能
力
が
あ
る
か
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
あ
る
か
で
あ
る
。

　
企
業
が
研
修
後
に
、
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
事
は
、
挨
拶
が
で
き
る
か
、
返

事
が
で
き
る
か
、
遅
刻
や
休
暇
の
連
絡

が
き
ち
ん
と
で
き
る
か
を
重
要
視
し
て

い
る
企
業
が
多
い
。

4
．
感
想

　
そ
の
人
に
よ
っ
て
で
き
る
作
業
は
違

う
の
で
、
で
き
る
作
業
か
ら
行
う
よ
う

に
し
て
頂
い
て
、
少
し
ず
つ
で
き
る
作

業
を
増
や
し
て
い
き
、
作
業
の
幅
を
広

げ
て
行
け
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
作
業
の
手
順
な
ど
詳
細
に
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
々
の
体
調
を
確
認
し
、
体

調
の
変
化
の
現
れ
方
を
理
解
し
て
対
処

で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

研修報告
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あかつき　日帰り旅行あかつき　日帰り旅行あかつき　日帰り旅行

瑞穂町福祉作業所さくら瑞穂町福祉作業所さくら
上里カンターレと原田農園のりんご狩り

●美味しいバイキング料理を堪能した後の
クッキー詰め放題、これがことのほか盛り
上がりました。どうすればたくさん取れる
か、みんなでやり方を考えた結果、いただ
いたカップに詰めるだけ詰め、蓋にも詰め
るだけ詰め、素早く合体させるという早業

を考案し、みんなでチャレンジ！
　大歓声の中たくさんゲットすることが出
来、満足気な顔・顔・顔でした。これもまた
美味しかった。

●さあ食後は「リンゴ狩り」に出発。
　小雨降る中「できるかな」「できないかな」と半ば諦め気味で、現地を目指して
いましたが、「りんご畑は雨で抜かるんでおり足を取られ危険」との連絡を受け、
今回のリンゴ狩りは断念することとなってしまいました。残念！
　一人に一袋（りんご４個入り）のお土
産をいただいてきましたが、自分で収穫
したかったとみなさん残念そうでした。
みなさんに喜んでいただけるようまた計
画したいと思います。

あかつき授産所あかつき授産所
ガトーフェスタハラダ工場見学

あかつき授産所では、今回、ガトーフェスタハラダへ工場見学に行ってきました。曇天の中、
総勢 58 名を乗せていざ群馬へ。車内がカラオケで盛り上がっているうちにあっという間
に到着です。お昼は日本三大うどんの一つである水沢うどんを頂きました。その後、ラス
クで有名なガトーフェスタハラダへ行きました。ここでしか味わえない出来立てのラスクを頂

きましたがとても美味しかったです。更に、お土
産のラスクまで付いてきてラッキー気分を味
わい、1日楽しく過ごしました。旅程中は雨
に降られなかったのですが、あかつきコロ
ニー到着直前にまさかの大雨に見舞われる
という事態が発生。慌てて家路についたの
でした。

さくら出発
9：30

瑞穂斎場駐車場出発　
10：00
↓

上里カンターレ
（バイキング・クッキー詰め放題）

11：05 ～ 12：45
↓

原田農園（りんご狩り・買い物）
13：25 ～ 14：50

↓
高坂ＳＡ（トイレ休憩）
16：00 ～ 16：25

↓
瑞穂斎場駐車場到着

17：00
↓

さくら到着
17：15 ～ 17：25

9月
 21日

セルプあかつき ＆
　　　スペース・まどか
セルプあかつき ＆
　　　スペース・まどか

山梨方面

10月
 ５日

行　程　表10月
 ５日

　今回の目的地の河口湖も、ホテルバイキングも、山中湖花の都公園も洩
れなく雄大な富士山がバックについてくるはずでした。が、当日は生憎の
空模様で富士山の「ふ」の字も見えない始末。本物の富士山を拝めれば更に

旅行気分も盛り上がったの
でしょうが、ないものねだり
をしても始まりません。本来
ならそこに見えるであろう方向にエアー富士山を眺め、想像力を駆使して
旅気分を満喫しました。
　遊覧船でまったり景色を眺め、バイキングメニューの美味しさに舌鼓を
打ち、公園で花を愛で、お土産選びにウキウキして、とそれはそれで充実し
た楽しい旅行になりました。

瑞穂町心身障害者（児）
　福祉センターあゆみ
瑞穂町心身障害者（児）
　福祉センターあゆみ

奥 武 蔵

10月
 11日

　地域活動支援センター（以降、地活）の日帰り旅行は行き先を選ぶ
のに苦労しています。条件として、なるべく地活の活動時間内で行け
る場所となるので近場であることや、利用者さんのみんなが楽しめる
こと、重度の障がいがある方が多いので、バリアフリーや広い障害者用トイレなどが完備されているなど、いろいろ条件
が必要となるためです。
　そのため移動時間１時間～１時間半で行けるところを非常勤職員も含めて検討し、結果秩父にある「国民休暇村　奥武
蔵」に行くことになりました。本来は宿泊施設ですが、自然に囲まれた場所にあり、体験等のコースや昼食も利用でき、
設備面でも整っているので条件にも合いました。
　あゆみの場所だと大型バスが入れないため、当日は送迎の発着を箱根ヶ崎駅にし、大型バスに乗り換え出発としました。
バスの中ではカラオケやクイズ等で道中を楽しみ、道も空いていたこともあり予定より早く国民休暇村奥武蔵に到着しま
した。
　比較的新しいところだったので、建物もきれいで広い敷地でしたが、残念なことに小雨が降っていたので散策が出来ず、
すぐに建物に入りました。
　少しロビーで待ち昼食となり、事前に個々に希望を聞き注文をしておいた昼食を楽しく、おいしく食べました。
　食後には、鹿角ストラップの作成を行いました。鹿の角をビーズ位の大きさに切り、穴をあけてあるものに色々な色な
どが施してあり、その部品を利用者さんに選んでもらい紐に通していくという作業です。みんな個性のある鹿角ストラッ
プができましたが、普段の自主製品でビーズ作業をしていることもあり慣れた手つきで行えました。
　その後ロビーに移動し、お土産を買ったり、アイスを食べたりしながら過ごしました。普段アイスなど甘いものを好ま
ない方も場所や雰囲気なのか食べていたりしていました。
　帰りも順調で、バスの時間を楽しみながら箱根ヶ崎駅まで戻ってこられました。
　今回の日帰り旅行は、高級な（高級そうな？）ホテルで食事をして、鹿角ストラップを作るなど、今までにない経験が
できたと思います。

あ!あそこに
　富士山が…!?

あ!あそこに
　富士山が…!?
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　その後ロビーに移動し、お土産を買ったり、アイスを食べたりしながら過ごしました。普段アイスなど甘いものを好ま
ない方も場所や雰囲気なのか食べていたりしていました。
　帰りも順調で、バスの時間を楽しみながら箱根ヶ崎駅まで戻ってこられました。
　今回の日帰り旅行は、高級な（高級そうな？）ホテルで食事をして、鹿角ストラップを作るなど、今までにない経験が
できたと思います。

あ!あそこに
　富士山が…!?

あ!あそこに
　富士山が…!?
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あかつき授産所
作業部 １ 課
あかつき授産所
作業部 １ 課
あかつき授産所
作業部 １ 課
あかつき授産所
作業部 １ 課

瑞穂町障害者
就労支援センター
瑞穂町障害者
就労支援センター
瑞穂町障害者
就労支援センター
瑞穂町障害者
就労支援センター

事業所紹介事業所紹介

　登録者数は 126 名となり、身体障がい者 16 名、知
的障がい者 50 名、精神障がい者 54 名、手帳なし６名
となっています。４月から年末までに８名の新規登録
者がおり、３月の年度末には 12 名程度が新規登録にな
ると予想されます。毎年 10 名～ 15 名程度の増加人数
はありますが、更に当センターの存在を知ってもらえ
るようにと、昨年は瑞穂町の新聞や瑞穂ケーブルテレ
ビにもご紹介して頂きました。今年は活動内容を当セ
ンターが発行するニュースレターに掲載し、更に詳し
い情報を発信していきたいと考えております。

　昨年は 12 名の方々が新たに就職しました。内訳とし
ては、事務補助６名、清掃業２名、建設業 1 名、リサ
イクル業 1名、スーパー 1名、製造 1名となりました。
就労を目指される方は「近場で就職したい」という希
望が多く聞かれますので、今年は例年以上に瑞穂町内
の企業開拓に力を注ぎたいと考えております。また、
センター全体の就労者数も 55 名となり、目標としてい
た 50 名に達しました。しかし、まだ未就労者数が就職
者数を上回っていますので、今年は就職者が登録者の
半数を超えるように頑張っていきたいと思います。

　昨年も自立支援協議会の部会である「就労部会」の部会長を務めさせて頂きました。昨年は「①瑞穂町役場での庁内実習、
②商工会との連携の模索」において協議を重ねてきました。
　町役場での庁内実習については、先駆的に取り組んでいる近隣市を視察し、瑞穂町のスケールに適した形で実施しよう
と検討しています。実際の仕事を通して、ご自身の強みや課題を見つけられるような場を目指していきたいと思います。
　商工会との連携については、当事者の皆様からの「近場で就職したい」という声が多いこと、また瑞穂町内企業に対し
て障害者雇用の啓発活動を行いたいという部会での提案から動き出しました。昨年は就労部会の事務局と商工会を訪問し、
ＰＲ活動や啓発活動に関して提案させて頂きました。障害者雇用を考えている企業の疑問点を解消するとともに、当事者
の皆様が活躍できる場所の開拓に繋がればと思っております。

登録者について登録者について 就職者について就職者について

自立支援協議会について自立支援協議会について

　作業部一課は、現在14名の利用者さんが在籍しており、職員２名と非
常勤職員３名体制の部署で作業を行っています。
　作業については工程の細分化を図っており、出勤人数や体調面を考慮
した上で利用者さんには過度な負担を掛けずに取り組んで頂いています。
ISO9001を取得しており「品質第一」をモットーに、作業の流れや手順
を明確化し業務の効率化を図っています。
　2019年、作業部一課は「笑顔」をキーワードにみんなで協力し合いな
がら元気よく頑張ります。

　明けましておめでとうございます。当センターも今年で8年目を迎
えます。本年も皆様からのご指導を頂きながら、更なる就労のサポー
トを目指していきたいと思います。
　昨年を振り返りながら、本年の目標をお伝えしたいと思います。

最後になりますが、皆様のますますのご発展とご多幸をご祈念申し上げまして新年の挨拶とさせて頂きます。

　作業の流れとしては入荷された蛇腹状の濾紙をストラット材と呼ばれる金属でかしめます。次にゴム掛けという作業で濾紙
の蛇腹の間隔を均一に揃え、輪ゴムで止めます。その次に２種類のプレートに接着剤を塗布し、ゴム掛けした濾紙の上下に接
着します。
　これに200℃以上の熱を加え接着剤を
固めます。これでエレメントは完成です。
最後に規格どおりに出来ているか、外観
チェック等最終検品を行ったのち検査表
を添付し出荷されます。
　以上が各工程の流れです。毎日、利用
者、職員が一丸となって楽しく仕事をし
ています。

エレメント作業エレメント作業

「
発
達
障
害
と
は
何
か

〜
企
業
に
お
け
る
就
労
・
定
着
支
援
の

現
状
と
課
題
〜
」
に
参
加
し
て

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

　
大
庭

　
一
茂

　
今
回
、
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
障
害
者
総
合
セ

ン
タ
ー
研
究
企
画
部
障
害
支
援
部
門
研

究
員
の
講
師
知
名
青
子
氏
に
お
話
し
を

聞
い
て
き
ま
し
た
。

・
は
じ
め
に
発
達
障
害
と
は
何
か

　
発
達
障
害
支
援
法
に
よ
る
発
達
障
害

と
は
何
か
？

　
時
期
は
発
達
期
で
概
ね
18
歳
頃
ま
で

を
指
す
。
原
因
は
様
々
な
要
因
に
よ
っ

て
中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
障
害
が
生

じ
た
為
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
発
達
障
害
に
よ
っ
て
起
こ
る
問
題

と
し
て
、
認
知
・
言
語
・
学
習
・
運
動
・

社
会
性
の
ス
キ
ル
獲
得
に
困
難
が
生
じ

る
よ
う
に
な
る
。

　
発
達
障
害
に
含
ま
れ
る
診
断
名
は
、

発
達
障
害
者
支
援
法
の
範
囲
で
は
、「
広

汎
性
発
達
障
害
」（
自
閉
症
、
ア
ス
ペ

ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
他
特
定
不
能
の

広
汎
性
発
達
障
害
）、「
学
習
障
害
」、「
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
」、「
発
達
性
言
語

障
害
」、「
発
達
性
運
動
協
調
障
害
」
な

ど
で
あ
る
。

　
発
達
障
害
の
行
政
的
定
義
は
、
平
成

17
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
発
達

障
害
支
援
法
に
お
い
て
発
達
障
害
と

は
、①
自
閉
症
、
ア
ル
ペ
ル
ガ
ー
症
候

群
、
そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、②

学
習
障
害
、③
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、

④
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障

害
で
あ
っ
て
、
そ
の
症
状
が
通
常
低
年

齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
と
し
て
政

令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
学
習
障
害
の
定
義
は
、
現
行
の
文
部

科
学
省
の
定
義
に
よ
る
と
、
基
本
的
に

は
全
般
的
に
遅
れ
は
な
い
が
、
聞
く
、

話
す
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
又
は

推
論
す
る
能
力
の
う
ち
特
定
の
も
の
の

習
得
と
使
用
に
著
し
く
困
難
を
指
す
状

態
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
枢

神
経
系
に
何
ら
か
の
機
能
障
害
が
あ
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
環
境
的
な
要
因

が
直
接
の
原
因
に
は
な
ら
な
い
。

　
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
と
は
、
不

注
意
、
多
動
性
お
よ
び
衝
動
性
に
つ
い

て
青
年
、
成
人
（
17
歳
以
上
）
で
は
、
少

な
く
と
も
5
つ
以
上
存
在
し
、
社
会
生

活
や
学
校
生
活
を
営
む
上
で
支
障
が
あ

る
事
を
指
し
、
著
し
い
不
適
応
が
学
校

や
家
族
な
ど
の
複
数
の
場
面
で
見
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
成
人
期
に
は
多
動
性
の

問
題
が
改
善
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
。

　
広
汎
性
発
達
障
害
に
つ
い
て
・
特
定

不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
・
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
・
高
機
能
自
閉
症
・
自
閉

症
の
4
つ
の
事
を
指
す
が
、
現
在
で
は

4
つ
の
障
害
を
合
わ
せ
て
自
閉
症
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
障
害
と
言
う
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

　
発
達
障
害
の
場
合
に
は
、
各
都
道
府

県
で
手
帳
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
。
療

育
手
帳
と
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
の
条
件
が
異

な
り
、
療
育
手
帳
は
、
I
Q
70
〜
75
以

下
の
方
。
知
的
機
能
の
障
害
が
発
達
期

に
あ
ら
わ
れ
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
た
め
、
何
ら
か
の
特
別
な
援
助

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
方
が
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
は
、
精
神
障
害
や
発
達
障

害
が
あ
る
た
め
に
日
常
生
活
・
社
会
生

活
へ
の
制
約
が
あ
る
方
に
交
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
手
帳
認
定
の
対
象
外
の

者
は
原
則
と
し
て
存
在
し
な
い
。
た
だ

し
、
手
帳
の
認
定
は
都
道
府
県
・
政
令

指
定
都
市
の
所
管
事
項
で
あ
り
基
準
や

判
断
に
地
域
差
が
あ
る
。

1
．
発
達
障
害
者
が
事
例
化
す
る
背
景

　
障
害
の
理
解
に
関
し
て
も
い
く
つ
か

の
事
例
が
あ
り
、
先
天
的
な
障
害
と
し

て
理
解
し
、
特
別
支
援
教
育
を
受
け
学

校
を
卒
業
し
、
早
い
時
期
か
ら
障
害
と

向
き
合
い
生
活
を
設
計
し
て
い
く
タ
イ

プ
と
障
害
を
想
定
せ
ず
に
理
解
が
な

く
、
通
常
教
育
を
受
け
学
校
を
卒
業
し
、

入
職
も
し
く
は
職
場
適
応
に
於
い
て
障

害
と
向
き
合
う
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。

　
本
人
が
障
害
を
気
づ
く
事
に
も
、
き

っ
か
け
や
背
景
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、

高
次
脳
機
能
障
害
は
事
故
・
病
気
な
ど

に
よ
っ
て
身
体
的
・
精
神
的
な
障
害
で

受
障
前
の
生
活
設
計
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
場
合
と
発
達
障
害
は
受
障
の
契
機
が

な
く
発
達
と
と
も
に
課
題
が
現
れ
変
化

す
る
事
か
ら
障
害
に
気
づ
き
に
く
い
。

自
己
理
解
に
よ
っ
て
、
学
校
生
活
や
職

業
生
活
に
困
難
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

障
害
に
向
き
合
う
事
が
必
要
で
、
特
性

に
関
す
る
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
特

性
理
解
を
踏
ま
え
た
上
で
仕
事
の
選
択

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2
．
職
場
で
起
き
や
す
い
問
題
と
対
応
例

・
社
会
性
の
問
題
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
問
題
・
こ
だ
わ
り
の
問
題
が
あ

る
。

　
特
性
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
作
業
遂

行
特
性
に
つ
い
て
は
、
苦
手
な
作
業
、

安
定
し
な
い
作
業
等
の
得
意
・
不
得
意

の
作
業
の
把
握
。
職
場
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
明
示
し
た
方
が
よ

い
ル
ー
ル
、
苦
手
な
暗
黙
の
ル
ー
ル
は

何
か
等
の
本
人
が
わ
か
り
に
く
い
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
は
何
か
。
で
き
る
こ
と
、

得
意
・
可
能
な
対
処
方
法
を
理
解
に
つ

い
て
は
、
出
来
る
作
業
・
無
理
の
少
な

い
作
業
を
選
ぶ
こ
と
が
適
応
・
定
着
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
ス

ト
レ
ス
や
疲
労
の
現
れ
方
を
理
解
し
、

対
処
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

3
．
企
業
に
お
け
る
就
労
・
定
着
支
援

の
現
状
と
課
題

　
平
成
21
年
7
月
〜
8
月
に
行
っ
た
調

査
で
、
雇
用
障
害
者
数
は
知
的
障
害
者

が
最
も
多
く
、
次
点
で
身
体
障
害
者
、

精
神
障
害
者
の
順
で
多
か
っ
た
。
た
だ

し
、
知
的
障
害
に
つ
い
て
軽
度
の
方
が

多
く
、
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
は
重
度

が
多
か
っ
た
。

　
採
用
方
法
は
企
業
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
面
接
、
採
用
試
験
を
実
施
す
る
こ

と
が
多
く
、
採
用
時
に
重
要
視
さ
れ
て

い
る
の
が
、・
そ
の
職
種
に
適
し
た
基

礎
能
力
が
あ
る
か
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
あ
る
か
で
あ
る
。

　
企
業
が
研
修
後
に
、
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
事
は
、
挨
拶
が
で
き
る
か
、
返

事
が
で
き
る
か
、
遅
刻
や
休
暇
の
連
絡

が
き
ち
ん
と
で
き
る
か
を
重
要
視
し
て

い
る
企
業
が
多
い
。

4
．
感
想

　
そ
の
人
に
よ
っ
て
で
き
る
作
業
は
違

う
の
で
、
で
き
る
作
業
か
ら
行
う
よ
う

に
し
て
頂
い
て
、
少
し
ず
つ
で
き
る
作

業
を
増
や
し
て
い
き
、
作
業
の
幅
を
広

げ
て
行
け
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
作
業
の
手
順
な
ど
詳
細
に
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
々
の
体
調
を
確
認
し
、
体

調
の
変
化
の
現
れ
方
を
理
解
し
て
対
処

で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
が
法

人
認
可
さ
れ
丁
度
五
十
年
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
の
節
目
と
し
て
記
念
誌
を

発
行
致
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
外
に

は
大
々
的
な
式
典
な
ど
は
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　記
念
誌
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
各

関
係
方
面
の
方
々
よ
り
祝
辞
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
記
念
誌
作

成
に
携
わ
っ
た
委
員
及
び
職
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　昨
年
は
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援

に
携
わ
る
者
と
し
て
憤
り
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
事
態
が
発
覚
し
ま

し
た
。
言
わ
ず
も
が
な
、
国
や
地
方

自
治
体
に
よ
る
障
が
い
者
雇
用
率
水

増
し
問
題
で
す
。
国
が
率
先
し
て
取

り
組
む
べ
き
こ
と
を
雇
用
率
充
足
の

数
合
わ
せ
の
為
、
不
正
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
数
実
に
三
千
七
百
人
に
上
る

と
い
う
実
態
に
呆
れ
る
ば
か
り
で
す
。

　一
方
で
、
国
は
障
が
い
者
雇
用
率

未
達
成
の
企
業
に
対
し
て
は
罰
則
を

設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
民
間
企

業
は
雇
用
率
達
成
に
向
け
て
様
々
な

企
業
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
ゴ

ル
フ
仲
間
で
花
王
に
勤
務
し
て
い
た

方
が
お
り
ま
す
。
花
王
は
特
例
子
会

社
花
王
ピ
オ
ニ
ー（
株
）を
立
ち
上
げ
、

障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
ま
す
が
、

特
例
子
会
社
だ
け
で
な
く
、
各
事
業

所
で
も
障
が
い
者
を
採
用
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
雇
用
す
る
上
で
必
要
な

環
境
整
備
や
配
慮
等
に
つ
い
て
研
究

し
、
彼
ら
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、

発
揮
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

勿
論
、
そ
の
背
景
に
は
会
社
名
の
公

表
や
納
付
金
制
度
と
い
っ
た
ペ
ナ
ル

テ
ィ
回
避
と
い
う
理
由
も
あ
る
で
し

ょ
う
が
、
た
だ
数
を
揃
え
る
こ
と
だ

け
を
目
的
と
せ
ず
、
一
企
業
人
と
し

て
誇
り
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
、
責

任
を
持
っ
て
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　国
は
年
内
に
四
千
人
の
障
が
い
者

を
雇
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
た

だ
の
数
合
わ
せ
で
は
な
く
、
本
当
の

意
味
で
の
障
が
い
者
雇
用
を
ど
の
よ

う
な
形
で
達
成
さ
せ
て
い
く
の
か
注

目
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　五
十
年
前
、
障
が
い
者
の
就
労
へ

の
門
戸
は
非
常
に
狭
く
厳
し
い
も
の

で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
か
つ
き

コ
ロ
ニ
ー
が
創
設
さ
れ
た
の
は
必
然

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
、私
の
父
、

二
代
目
理
事
長
鈴
木
善
四
郎
が
、
何

故
自
身
の
仕
事
も
抱
え
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
同
然
で
、
往
復
四
時
間
も

か
け
、
当
法
人
の
運
営
に
心
血
を
注

い
だ
の
か
に
つ
い
て
は
長
く
疑
問
に

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
父
に
は
障
害

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
縁
で

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
と
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
今
で
は
も
う
知
る
由

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
て
も
、

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の
運
動
に
は
父

の
魂
を
突
き
動
か
す
熱
い
何
か
が
あ

っ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
小
学
四
年
生
の
時
に
交
通
事
故
に

遭
い
ま
し
た
。
そ
の
後
遺
症
で
今
で

も
右
の
足
首
が
曲
が
り
ま
せ
ん
。
父

が
何
故
、
と
考
え
た
時
に
、
も
し
か

し
た
ら
私
の
事
故
も
無
関
係
で
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
父
に
は
一
度
も

聞
い
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
。

　私
が
事
故
に
遭
っ
た
の
は
六
十
年

以
上
前
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
医
療

技
術
も
今
ほ
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
足

首
切
断
の
危
機
も
あ
り
ま
し
た
が
、

お
蔭
様
で
今
で
は
普
通
に
生
活
を
送

り
、
友
人
と
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と

も
出
来
て
お
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
障
害
認
定
五
級
の
手
帳

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
と
、
税
金
の
控
除

や
、
公
共
交
通
機
関
の
割
引
、
都
営

交
通
の
無
料
パ
ス
等
様
々
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
自
身
が
よ

く
利
用
す
る
の
は
海
外
旅
行
の
時
で

す
。
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

飛
行
機
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
、
前
方

通
路
側
の
席
を
用
意
し
て
頂
け
ま
す
。

又
、
税
関
混
雑
時
に
は
優
先
通
路
を

利
用
で
き
ま
す
。
足
の
悪
い
私
に
と

っ
て
は
こ
う
い
っ
た
配
慮
が
と
て
も

助
か
る
も
の
で
す
。

　さ
て
、
私
が
理
事
長
に
就
任
し
て

か
ら
始
ま
っ
た
事
業
に
革
製
品
の
製

作
が
あ
り
ま
す
。
友
人
で
紳
士
用
ベ

ル
ト
の
製
造
会
社
の
経
営
者
が
お
り
、

そ
の
製
造
過
程
で
生
じ
る
革
の
端
切

れ
を
譲
り
受
け
、
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ペ
ン
立
て
、
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
と
い
っ
た
小
物
を
製
作
し

て
い
ま
す
。
年
に
二
回
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
の
景
品
に
そ
の
革
製
品
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
コ
ン
ペ
で
優

勝
し
た
方
が
、
そ
の
こ
と
を
知
り
、

当
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
方

は
、
先
に
話
に
触
れ
ま
し
た
花
王
に

勤
務
さ
れ
て
い
た
方
で
、
そ
の
甥
に

あ
た
る
方
が
重
度
の
自
閉
症
で
岐
阜

に
あ
る
施
設
を
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
後
援
会
賛
助
会
員
と
し
て
支
援
を

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
事
情

か
ら
、
当
法
人
の
活
動
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
五
十
年
に
わ
た
り

障
が
い
者
就
労
の
支
援
を
続
け
て
き

た
と
い
う
こ
と
に
対
し
非
常
に
感
銘

を
受
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　先
日
写
真
を
整
理
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
偶
然
に
も
五
十
年
前
、
私
の
留

学
先
の
西
ド
イ
ツ
に
父
が
訪
問
し
て

く
れ
た
時
の
写
真
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　　以
前
こ
ち
ら
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
に
は
横

浜
か
ら
船
で
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に
渡

り
約
１
週
間
か
か
り
ま
し
た
。
五
十

年
経
っ
た
今
で
は
十
時
間
ほ
ど
で
行

く
事
が
出
来
ま
す
。
こ
の
半
世
紀
の

間
に
劇
的
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
五
十
年
の
年
月
、
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
も
有
形
無
形
の
財
産
を
築
い

て
参
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
お
力
添
え
を

頂
戴
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　最
後
に
、
私
の
思
う
あ
れ
こ
れ
を

つ
ら
つ
ら
と
綴
り
、
ま
と
ま
り
の
な

い
話
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど

う
か
ご
容
赦
願
い
た
く
、
こ
れ
を
以

っ
て
私
か
ら
の
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
改
め
ま
し
て
本
年

も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

7

８

　月
　４

　水
質
検
査

　
　

   （
法
人
施
設
）

　
　
　中
原
自
治
会
夏
祭
り（法

人
施
設
）

　10

　納
涼
会

　
　
　
　
　（さ
く
ら
）

　11

　窓
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

（
法
人
施
設
）

　15

　地
震
避
難
訓
練

　
　（あ
ゆ
み
）

　23

　地
域
子
ど
も
交
流
会（法

人
施
設
）

９

　月
　９

　福
祉
祭
り

　
　
　（法
人
施
設
）

　10

　消
防
設
備
点
検

（
法
人
施
設

　11
日
迄
）

　12

　第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

（
セ
ル
プ
、
ま
ど
か
）

　14

　第
三
者
評
価
職
員
説
明
会

（
授
産
所
）

　19

　利
用
者
健
康
診
断

（
法
人
施
設

　20
日
迄
）

　20

　地
震
避
難
訓
練  

（
法
人
施
設
）

　21

　日
帰
り
旅
行

　
　

   （
さ
く
ら
）

　26

　村
山
５
中
学
生
職
場
体
験
受
入

（
授
産
所
・
セ
ル
プ
28
日
迄
）

　
　
　第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
セ
ル
プ
、
ま
ど
か
）

　28

　全
体
集
会

　
　
　（法
人
施
設
）

　29

　引
渡
し
訓
練

　
　
　（あ
ゆ
み
）

　30

　法
人
認
可
50
周
年
記
念
日

10

　月
　１

　就
労
定
着
支
援
事
業
開
始

（
セ
ル
プ
）

　
　
　赤
い
羽
根
共
同
募
金（

授
産
所
）

　
　
　第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
セ
ル
プ
、
ま
ど
か
）

　５

　日
帰
り
旅
行

　

   （
法
人
施
設
）

　10

　第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
授
産
所
）

　11

　日
帰
り
旅
行

　
　
　（あ
ゆ
み
）

　18

　虐
待
防
止
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議

　19

　消
防
設
備
点
検

　
　（さ
く
ら
）

　23

　利
用
者
健
康
診
断   （
さ
く
ら
）

　
　
　職
員
健
康
診
断   

　（あ
ゆ
み
）

　24

　火
災
避
難
訓
練   （
法
人
施
設
）

　27

　村
山
デ
ィ
ダ
ラ
祭
り

（
と
ら
い

　28
日
迄
）

理 

事 

長

鈴 

木

　
賢  

一

新 人 紹 介新 人 紹 介

さくら
大橋　直行 さん

■平成３０年１１月２２日から
瑞穂町福祉作業所さくら
に入所しました。入所した
ばかりで分からない事が多
いかもしれませんが、施設
長をはじめ、親切にアドバイ
スしてくれる職員の皆様、
利用者の皆様と一緒に働
く事が出来て大変嬉しいで
す。就職活動を目指して頑
張りますので、宜しくお願い
します。趣味は絵を描く事
です。特技は記憶力です。

さくら
金武　かおり さん

■11月より復帰させて頂き

ました。

　早く仕事を覚えて戦力に

なれるよう頑張りたいと

思います。

　どうぞよろしくお願い

　致します。 とらい
小林　広 さん

■昨年９月より障害者就労
支援センターとらいで勤
務させて頂いています小
林広と申します。センター
長をはじめ、先輩の職員
の方々に教わりながら、毎
日充実した日々を送らせ
て頂いています。目の前に
いる利用者の方としっかり
向き合い関わっていくこと
を目標に頑張っていきた
いです。

■11月から参加させてもら

っています。

　なれない仕事ですが、が

んばりますのでよろしく

　お願いします。

作業部二課
富永　洋幸 さん

■このたびあかつきコロニ

ーの２かにかようことにな

りました。

　ぼくは、埼玉西武ライオン

ズの大ファンです。

　よろしくおねがい

　いたします。 スペース・まどか
丸山　喜央 さん

■12月10日に入社しました。

入社してまだ日が浅いた

め、仕事を一生懸命に覚

えている状態です。

　休日はサイクリング、散歩

などをしています。

　よろしくお願いします。

■私は、まどかを利用するの

は2度目です。

　今回の目的は一般就労す

ると言う事です。

　しばらくまどかにお世話

になります。

　よろしくお願いします。スペース・まどか
内野　明 さん

■11月から入りました。

　趣味は音楽です。

　頑張りますので

　よろしくお願いします。

スペース・まどか
靑木　一夫 さん

■去年から入所しました。

　趣味はお神輿です。

　不慣れですが頑張ります

ので引き続きよろしく

　お願いします。

スペース・まどか
井上　寿雄 さん

スペース・まどか
木村真理子 さん

瑞穂町駅伝競走大会瑞穂町駅伝競走大会瑞穂町駅伝競走大会
　年が明けた1月20日、あかつきコロニーの誇
る瑞穂町内の事業所が連合し「あゆみ・さくら
チーム」として、第43回瑞穂町駅伝競走大会
に出場しました。
　実は、大会には今回で３回目の参加となりま
す。15.1kmの行程を６名のランナーが襷を繋
いでいきます。急勾配の坂道という難所もあり、
なかなか厳しいコースですが、お正月の箱根駅
伝をみてイメージ作りは十分に仕上がっていま
す。後はひたすら自分を信じて走るのみ。
　寒空の下、チームカラーのオレンジとピンク
色のシャツが鮮やかに瑞穂町の街中を駆け抜け
ていきます。沿道からの歓声を浴び、皆さん精
一杯力を出し切り、最後まで襷を繋ぐ事が出来
ました。結果は、といいますと、参加すること
に意義があり、仲間の結束力が一層深まったの
ではないでしょ
うか。
　来年の参加の
際にも是非、皆
様の応援をお願
いします。

　主

　な

　事

　柄
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　28

　瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
）

　29

　防
犯
講
習
会

　
　
　（あ
ゆ
み
）

　30

　作
業
部
一
課
内
部
監
査（授

産
所
）

　31

　地
震
避
難
訓
練   

　（あ
ゆ
み
）

11

　月
　10

　瑞
穂
町
産
業
ま
つ
り

　
　
　（さ
く
ら
・
あ
ゆ
み

　11
日
迄
）

　12

　建
築
設
備
点
検   

　（あ
ゆ
み
）

　14

　都
実
地
検
査
（
法
人
・
セ
ル
プ
）

　16

　都
実
地
検
査（授

産
所
・
ま
ど
か
）

　21

　第
三
者
評
価
訪
問
調
査（セ

ル
プ
）

   

　
　福
祉
の
し
ご
と
相
談
・
面
接
会

（
さ
く
ら
・
あ
ゆ
み
）

　22

　イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
あ
ゆ
み
）

　24

　地
震
避
難
訓
練   

　（あ
ゆ
み
）

　29

　理
事
会

12

　月
　３

　第
三
者
評
価
訪
問
調
査（ま

ど
か
）

　６

　第
三
者
評
価
訪
問
調
査（授

産
所
）

　８

　瑞
穂
町
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
大
会

（
あ
ゆ
み
・
さ
く
ら
）

　13

　建
築
設
備
定
期
検
査（法

人
施
設
）

　20

　地
震
避
難
訓
練
　
　（あ
ゆ
み
）

　26

　評
議
員
会

　22

　ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　（
あ
ゆ
み
）

　28

　納
会
・
忘
年
会

（
法
人
施
設
、
さ
く
ら
）

８

　月
　20

　財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

（
五
十
嵐
）

　21

　瑞
穂
町
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
戸
村
）

　23

　武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　23

　就
労
ネ
ッ
ト
（
大
野
・
高
橋
一
）

　24

　多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

（
大
野
・
福
士
・
田
島
）

　27

　相
談
支
援
部
会
学
習
会

（
神
山
・
大
滝
）

　28

　花
壇
会
議   

　
　
　
　（稲
場
）

　30

　給
付
費
請
求
業
務
研
修
会

（
利
根
川
）

　
　
　精
神
就
労
定
着
支
援
連
絡
会

　
　
　セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　（西
出
）

　31

　茶
花
会
議

　
　
　
　
　（西
出
）

９

　月
　７

　業
務
連
絡
会   

（
熊
谷
・
冨
田
）

　12

　都
庁

　
　
　
　（
高
橋
・
遠
藤
）

　
　
　町
特
定
指
定
相
談
支
援
事
業
所

　
　
　連
絡
会

　
　
　
　
　
　（
大
滝
）

　18

　武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　20

　瑞
穂
町
生
活
部
会

　
　（高
橋
）

　
　
　瑞
穂
町
社
福
法
人
連
絡
会
・

　
　
　部
会

　
　
　
　
　
　
　（福
士
）

　
　
　じ
ゅ
さ
ん
れ
ん
企
画
委
員
会

（
熊
谷
）

　
　
　茶
花
会
議

　
　
　
　
　（西
出
）

　25

　花
壇
会
議

　
　
　
　
　（稲
場
）

　27

　武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
・
利
根
川
・
戸
村
）

　
　
　就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
一
・
大
野
）

　28

　就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー   

（
田
島
）

10

　月
　10

　中
堅
職
員
研
修（田

中

　11
日
迄
）

　17

　武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　23

　茶
花
会
議

　
　
　
　
　（西
出
）

　25

　就
労
ネ
ッ
ト

　
　
　
　（大
野
）

　26

　多
摩
障
害
就
労
支
援
連
絡
会

（
大
野
・
福
士
・
田
島
）

　29

　花
壇
会
議

　
　
　
　
　（稲
場
）

　30

　就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー   

（
田
島
）

　31

　精
神
就
労
定
着
支
援
連
絡
会

　
　
　セ
ミ
ナ
ー

　
　（西
出
・
大
庭
）

11

　月
　６

　東
社
協
身
障
部
会
総
会（
永
井
）

　
　
　年
末
調
整
説
明
会   

（
利
根
川
）

　
　
　ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会
・
総
会

（
遠
藤

　９
日
迄
）

　８

　武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議
会

（
高
橋
）

　
　
　サ
ビ
管
研
修（
小
俣

　９
日
迄
）

　13

　武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　〔は
た
ら
く
〕部
会

　（利
根
川
）

　
　
　瑞
穂
町
生
活
部
会

　
　（高
橋
）

　９

　業
務
連
絡
会

　
　

 

　
　（冨
田
）

　15

　北
多
摩
西
部
通
所
施
設
連
絡

（
高
橋
）

　16

　発
達
特
性
関
わ
り
方
研
修

（
押
川
・
加
藤
千
）

　20

　武
蔵
村
山
市
相
談
支
援
部
会

（
神
山
）

　21

　就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　（田
島
）

　22

　羽
村
特
別
支
援
校
運
営
連
絡

　
　
　協
議
会

　
　
　
　
　
　（西
出
）

　27

　武
蔵
村
山
市
障
害
者

　
　
　〔は
た
ら
く
〕部
会

　（利
根
川
）

　29

　就
労
ネ
ッ
ト

（
高
橋
一
・
大
野
・
小
林
）

12

　月
　４

　都
強
度
行
動
障
害
研
修

（
新
庄

　５
日
迄
）

　６

　ゼ
ン
コ
ロ
精
神
発
達
研
修

（
遠
藤

　７
日
迄
）

　７

　業
務
連
絡
会 

　（熊
谷
・
冨
田
）

　12

　武
蔵
村
山
市
日
中
活
動
部
会

（
永
井
）

　
　
　都
自
立
支
援
協
議
会
セ
ミ
ナ
ー

（
神
山
）

　20

　就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
一
・
大
野
）

■
入
所

　９
月

　小
林

　
　広
（
と
ら
い
）

　
　
　
　富
永

　洋
幸
（
授
産
所
）

　10
月

　靑
木

　一
夫
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　木
村
真
理
子
（
ま
ど
か
）

　11
月

　内
野

　
　明
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　井
上

　寿
雄
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　大
橋

　直
行
（
さ
く
ら
）

　
　
　
　金
武
か
お
り
（
さ
く
ら
）

　12
月

　丸
山

　善
央
（
ま
ど
か
）

■
退
所

　８
月

　黒
川
健
一
郎
（
ま
ど
か
）

　９
月

　渡
辺

　健
二
（
総

　務
）

　
　
　
　吉
岡

　和
美
（
さ
く
ら
）

　10
月

　川
島

　三
男
（
ま
ど
か
）

　
　
　
　田
中

　千
晶
（
さ
く
ら
）

　11
月

　福
岡

　菜
央
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　笠
原

　
　舟
（
セ
ル
プ
）

　
　
　
　森
西

　
　隆
（
授
産
所
）

　
　
　
　嶋
田

　直
人
（
授
産
所
）

　
　
　
　島
田

　真
理
（
ま
ど
か
）

　出

　張
・
研

　修

10
月
17
日
、
朝
日
管
財
様
よ
り
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
29
日
、（
株
）

様
よ
り
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

12
月
22
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ

み
に
お
い
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
む
さ

し
村
山
様
よ
り
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
26
日
、
㈱
ト
ー
ヨ
ー
様
よ
り

お
餅
の
ご
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
11
日
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
協
会
様
が
法
人
施
設
の
窓
拭
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

入
所・退
所

入
所・退
所

　寄

　
　付

　寄

　
　贈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ー･

エ
ー･

テ
ィ
ー
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


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
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
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


